
木曽岬町の人口と世帯数
12月20日現在

■人　口
　　　6,879人（前月比－13）

　男　3,468人（前月比－10）

　女　3,411人（前月比－3）

■世帯数
　　2,352世帯（前月比－4）

2011
NO.545

月号11

今月号のおもな内容 ………………………………………… Contents
新年のごあいさつ …………… 2~3
私たちの町の上・下水道 …… 4~5
わたしたちのまちのNEWS … 6
INFORMATIONきそさき …… 6
生活のミニ情報 ……………… 7~9
教育委員会だより …………… 9~13

ねんきん情報 ………………… 14
税インフォメーション ………… 15
警察署コーナー ……………… 16
こんにちは保健師です ……… 17
今月のお知らせ等 …………… 18
保健衛生のコーナー ………… 19

広 報

謹んで初春のお喜びを申し上げます。
本年もよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　平成 23年  元旦

新緑風橋から干拓地を望む
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

木
曽
岬
町
長

加　

藤　
　
　

隆

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
に
は
町
政
推
進
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
春
先
か
ら
寒
暖
著
し
く
天
候
不
順
で
、

夏
は
気
象
庁
統
計
始
ま
っ
て
以
来
の
記
録
的
な
猛

暑
が
続
き
、
各
地
で
は
熱
中
症
の
方
が
続
出
し
、

ま
た
、
宮
崎
県
で
発
生
し
た
肥
育
牛
の
口
蹄
疫
は

大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
国
政

に
目
を
転
じ
ま
す
と
一
昨
年
、
政
権
交
代
に
よ
り

民
主
党
政
権
が
誕
生
し
行
政
刷
新
会
議
や
地
域
主

権
戦
略
会
議
な
ど
に
注
目
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
中
、
米
軍
基
地
問
題
を
は
じ
め
、
中
国
、
ロ

シ
ア
、
韓
国
と
北
朝
鮮
な
ど
、
日
本
を
取
り
巻
く

隣
国
と
の
外
交
防
衛
問
題
と
長
び
く
不
況
と
雇
用

不
安
も
重
な
り
国
内
外
に
わ
た
っ
て
先
行
き
不
透

明
で
不
安
な
出
来
事
が
印
象
に
残
っ
た
一
年
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
新
春
を
迎
え
、
政
治
も

経
済
も
明
る
く
、
穏
や
か
な
暮
ら
し
と
、
活
気
の

あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
願
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

木
曽
岬
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
弥
富
市
へ
繋
ぐ

町
道
が
開
通
し
、
鍋
田
川
線
歩
道
整
備
と
信
号
機

設
置
や
、
一
方
、
南
部
は
県
道
バ
イ
パ
ス
工
事
も

進
み
、
木
曽
岬
干
拓
へ
結
ぶ
橋
も
完
成
し
取
付
け

橋
と
と
も
に
公
募
に
よ
り
新
緑
風
橋
と
新
輪
か
け

橋
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
湛
水
防
除
事
業
も
和

泉
機
場
は
完
成
し
源
緑
地
区
は
木
曽
川
高
潮
堤
防

工
事
と
と
も
に
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
防
災
行
政

無
線
と
合
せ
て
防
災
事
業
の
推
進
を
図
り
、
ま
た
、

海
南
病
院
と
の
広
域
医
療
連
携
、
地
域
密
着
型
の

老
健
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
さ
ら
に
小
中
学

校
の
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
や
文
化
財
保
護
条

例
の
制
定
な
ど
、
医
療
福
祉
や
教
育
文
化
の
充
実

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業

も
二
十
二
年
度
で
管
路
工
や
親
水
橋
下
部
工
が
始

ま
り
本
年
は
本
格
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
、
県
道

バ
イ
パ
ス
の
北
進
や
町
道
整
備
さ
ら
に
、
米
飯
給

食
や
地
産
地
消
と
農
商
工
連
携
あ
る
い
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
町
総
合
計
画
や
、
目

指
し
て
お
り
ま
す
各
施
策
や
事
業
に
全
力
を
傾
注

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
と

と
も
に
、
新
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し
て
素
晴

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
謹
ん
で
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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木
曽
岬
町
議
会
議
長

伊　

藤　

民　

男
　

三
重
県
に
お
い
て
も
、
野
呂
知
事
が
突
如
知
事

選
不
出
馬
を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
が
地
道
に
改
革

を
さ
れ
て
期
待
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
残
念

な
思
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
知
事
に
な
ら

れ
る
方
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
も
行
財
政
改
革
と
銘
打
っ
て
改

革
が
進
ん
で
い
ま
す
。
必
ず
や
成
果
が
出
て
く
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て

今
年
二
月
に
は
、
国
の
法
律
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
振

興
法
に
基
づ
く
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
立
総
会
が
開
か
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
町
民
の
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
の
環
境
作
り
と
全
て
の
町
民
の
健
康

な
心
身
の
保
持
・
増
進
が
で
き
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
参
加
さ
れ
健
康

増
進
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
盤
の
整
備
に
関
し
て
、
国
土
交
通
省

直
轄
事
業
木
曽
川
加
路
戸
波
返
工
事
も
本
年
三
月

の
完
成
に
向
け
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
ほ

か
、
源
緑
地
先
の
波
返
工
事
と
あ
わ
せ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
源
緑
排
水
機
樋
管
改
築
工
事
も
概
ね
平

成
二
十
五
年
の
完
成
を
目
途
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
基
盤
整
備
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
三
年
の
新
し
い
年
を
皆
さ
ま
方
お
揃
い
で
お

迎
え
に
な
り
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
な
か
な
か
明
る
さ
の
見
え
な
い

経
済
状
況
と
先
の
見
え
な
い
閉
塞
感
が
町
内
外
を

覆
う
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
な
に
か
時
代
の
大
き

な
変
化
が
予
兆
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
政
の
方
も
政
局
も
ね
じ
れ
現
象
が
生
じ
勢
力

争
い
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
本
題
の
景
気
回
復
・
外

交
問
題
・
雇
用
問
題
等
々
の
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
中
、
国
民
不
在
の
現
状
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
政
策
論
争
が
行
わ
れ

る
の
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大
切
な
生
命
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
事
と
思
い
ま

す
。

　

地
方
分
権
や
自
治
意
識
の
高
ま
り
の
中
で
、
懸

案
で
あ
る
木
曽
岬
干
拓
地
の
高
度
土
地
利
用
に
関

す
る
作
業
の
遅
れ
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
本
年
は
、

こ
れ
か
ら
の
木
曽
岬
町
の
明
暗
を
分
け
る
非
常
に

大
切
な
年
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら

木
曽
岬
町
の
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
全
力
投

球
で
当
た
る
決
意
で
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ってどうなっているの？「現状と課題」ってどうなっているの？「現状と課題」

特集 私たちの町の上・下水道

上水道事業の収支状況は
どうなっているの？ 

（平成21年度収益的決算）

今の上水道事業の現状は健全経営だけど、
将来的に大丈夫なの？何か課題はあるの？

Q

Q

 ：平成21年度の上水道事業における事業収益は約1億6,415万円で、
このうち水道料金収入が1億6,109万円と収入全体の98.1％を占め
ています。事業費は1億3,659万円となりました。
　その結果、約2,756万円の黒字となり、将来に備え積立金に積み
立てました。
（平成20年度…約1,255万円の黒字　平成19年度…約2,396万円の
黒字）

 ：現在、上水道事業における利益積立金は、下記のグラフのとおり平成22年度末で7,850万円余の利益積立
金（剰余金）を見込んでいます。しかし、町の水源の一つである長良川河口堰の受水料金が平成19年の基本合
意に基づき、平成23年度からは基本料金が大幅に引き上げられる（約183％の引上げ）こととなっています。
　この引き上げに伴い、当町上水道事業会計も現在の水需要量で推移したとすれば、平成23年度以降は支出
が収入を上回り、毎年約1,300万円余の欠損（赤字）が発生することが見込まれます。
　このことから、今後の上水道事業の運営は、本年度までは利益剰余金を積立てることができますが、23年
度以降は、この剰余金を欠損分に充てていくこととなり、現在のまま収支が推移したとすれば平成29年度に
は剰余金が無くなることとなります。
　今後もできうる限りの経費の削減に努めて参りますが、安全で安定した給水と、健全な経営を維持するた
め公営企業運営委員会等において様々な検討をして参りたいと考えておりますので、皆さま方のご理解とご
協力をお願いいたします。

収入　1億6,415万円

支出　1億3,659万円

水道料金
1億6,109万円
98.1％

受水費（県水購入
費および送水費）
9,338万円
68.4％

事務的経費
1,162千円
8.5％

減価償却費
3,159万円
23.1％

その他収益
（預金利息等）
306万円
1.9％

●利益積立金（剰余金）の推移

金額（万円）
～20年度
6,350

－1,000
0

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

21年度
6,850

22年度
7,850

23年度
7,543

24年度
6,236

25年度
4,929

26年度
3,622

27年度
2,315

28年度
1,008

29年度
－299

“このま
まいけば

　　剰余金
も無くな

って

　　　　　　　
　　　　しま

うんだ”



■5

広報きそさき2011年1月1日

特集特集

弥富揚水機場

桑名市

播磨浄水場

整池 播磨調整池
長良川河口堰

朝日町

取水口

木曽岬町

：木曽川用水系

：長良川水系

：長良川水系（建設中）

私たちのまちの上水道・下水道私たちのまちの上水道・下水道
　私たちの町の上水道・下水道って今、どうなっているのか？、近隣市町と比べ
て料金等はどうなのか？これらの点について、今月号・来月号の広報紙で特集し
皆さんにお知らせします！

“木曽岬町の上水道”

私たちの町の水はどこから来るの？Q

今の水道料金って？
他の市町に比べてどうなの？

Q

 ：木曽岬町の上水道は、自己水源はなく全ての水を三重県企業庁
から受水（購入）しています。
　水源は、木曽川総合用水と長良川河口堰の2つがあり、桑名市の
播磨浄水場で浄水処理（沈澱・ろ過・滅菌処理）された後、町内2つ
の受水場（田代・川先）に入り町内全域に供給されます。

 ：木曽岬町の今の水道料金と近隣自治体との比較をしてみました。
 ※水道料金の請求は2ヶ月毎となるため、実際の請求は下記の表（●現在の水道料金）の料金を2倍し消費税を加えた料金となります。

●現在の水道料金

●水道料金の近隣自治体との比較

種 別

従量栓

臨時用

水　量

10㎥まで

1㎥毎に

水　量

11～20㎥

21～40㎥

41㎥ 以上

300円

水　量

1～10㎥

11～20㎥

21～40㎥

41㎥ ～

合　計

使用水量

10㎥

10㎥

20㎥

10㎥

50㎥

単　価

基本料金

140円

180円

210円

金　額

1,100円

1,400円

3,600円

2,100円

8,200円

料　金

1,100円

基本料金

1,848円

2,310円

1,260円

84円

～20㎥

0円

0円

料　金

140円

180円

210円

基本料金
（1ヶ月につき）

超過料金
（1㎥毎に）

（消費税別）

（1期分（2ヶ月分）消費税込）

（例）1ヶ月に50㎥使用した場合の料金

自治体別

海 部 南 部
水 道 企 業 団

木 曽 岬 町

桑 名 市

157.5円

～40㎥

147円

105円

220.5円

～80㎥

189円

131.25円

201㎥～

153.30円
基本料金はメーター口径13㎜
1円未満は切り捨て

10円未満の端数は切り捨て

1円未満は切り捨て

236.25円

～160㎥ ～200㎥

220.5円

145.95円

262.5円

水 道 料 金
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わたしたちのまちの

　

昨
年
１１
月
に
町
広
報
紙
を
通
じ
皆
さ

ま
に
公
募
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
県
道
バ

イ
パ
ス
道
路
の
新
橋
梁
名
称
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
１１
月
２０
日（
土
）命
名
者

の
方
々
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
道
バ
イ
パ
ス
道
路
は
、
木
曽
岬
干

拓
地
と
国
道
２３
号
と
を
結
ぶ
町
の
縦
貫

道
路
と
し
て
平
成
１７
年
度
か
ら
三
重
県

に
お
い
て
着
手
さ
れ
て
い
る
道
路
で
、

木
曽
岬
干
拓
地
と
源
緑
輪
中
地
先
を
結

ぶ
連
絡
橋
、
取
付
橋
の
２
橋
が
完
成
す

る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
名
称
を
公
募
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
公
募
に
対
し
て
は
、
一
般
お
よ

び
小
、
中
学
生
の
皆
さ
ま
方
か
ら
１２６
点

も
の
応
募
を
頂
き
、
新
橋
梁
名
称
選
定

会
議
に
お
い
て
、
親
し
み
や
す
く
覚
え

や
す
い
名
称
と
し
て
新
し
い
橋
梁
名
称

を
決
定
し
て
頂
い
た
も
の
で
、
こ
の
度

決
定
し
た
橋
梁
名
を
応
募
さ
れ
た
方
々

を
「
命
名
者
」
と
し
て
役
場
会
議
室
に

お
い
て
表
彰
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
を
も
っ
て

お
礼
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【命名者（表彰者）】
●連絡橋「新緑風橋」 大字西対海地30番地 仁村節美様（一般）
●取付橋「新輪かけ橋」　
 大字源緑輪中76番地 浅井良介様（小６）
 大字富田子303番地8 嵯峨実紗様（中２）
 大字富田子286番地 山田優希様（中２）
 大字和泉118番地 三輪栞里様（中２）
 大字富田子247番地2 阿部聖斗様（高１）
 大字西対海地329番地 水谷彩音様（高１）

決定した新橋梁名称

連絡橋

「新緑風橋」
しん りょく ふう はし

取付橋

「新輪かけ橋」
しん わ はし

〝
県
道
バ
イ
パ
ス
新
橋
梁
名
称
〞が

　

決
ま
り
ま
し
た

　皆さんの家庭から出る資源ごみ以外のごみは、桑名
広域清掃事業組合へ運ばれ処理されます。ここでの処
理経費について2市2町で負担していますが、この中
の実績割分（ごみの量に応じて負担する）を減らすこ
とができます。
　平成22年度では、約1,562ｔのごみに対し実績割
分41,136千円を負担しており、1ｔあたり約26,000
円の負担になります。ごみを減らせばこの負担額が少
なくなり、その分が他の事業などに活用できます。

　つぎに、皆さんや自治会のことを見ると、ごみの減
量はできる限り資源ごみへ出してもらうことで、有価
のごみについては代金を地区にお支払いしています。
代金は自治会の運営に充てられていると思います。家
庭では、町指定ごみ袋がその分不要になりますので購
入費用が節約できます。
　これらのことから、紙切れ1枚でも資源ごみとする
という意気込みで、ごみの排出量を減らしていきまし
ょう！

【問合せ先】：役場　住民課（☎68－6103）

・・・日頃のお買い物にはマイバックを持参し、レジ袋ごみを減らしましょう・・・

～ごみを減らした場合のメリットについて～～ごみを減らした場合のメリットについて～～ごみを減らした場合のメリットについて～～ごみを減らした場合のメリットについて～ 第13回

ごみを減量す
ると

メリットは何
かありますか

？
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家
庭
裁
判
所
で
は
、
非
行
の
あ
っ
た
少

年
に
対
し
て
、
保
護
処
分
に
付
し
た
り
検

察
官
に
送
致
し
た
り
し
な
い
場
合
で
も
、

非
行
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
教

育
的
な
働
き
か
け
を
様
々
な
方
法
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
働
き
か
け
の
一
つ
に
、
駅
周
辺
や

公
園
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
活
動
が

あ
り
ま
す
。
街
を
き
れ
い
に
す
る
体
験
を

通
じ
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
分
か
ら
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
て
、
少
年

の
再
非
行
の
防
止
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
は
、
な
る
べ
く
保
護
者
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
作
業
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
親
子
の
関
係
が
改
善
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
協
力

し
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
、
少
年

た
ち
は
、
社
会
と
の
絆
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
田
一
人
さ
ん
は
、
書
家
・
詩
人
で
あ

り
ま
し
た
相
田
み
つ
を
氏
の
長
男
で
、
出

版
社
勤
務
を
経
て
「
相
田
み
つ
を
美
術

館
」
を
開
館
し
館
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
講
演
で
は
、
相
田
み
つ
を
氏
の
作
品

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
て
、

い
の
ち
の
尊
さ
を
訴
え
、
人
々
に
生
き
る

こ
と
へ
の
希
望
を
与
え
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

２
月
１１
日（
金
・
祝
）

　

開
演　

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

●
場　
　

所

　

い
な
べ
市
中
央
公
民
館　

ホ
ー
ル

　

い
な
べ
市
大
安
町
大
井
田
２
７
０
４

●
講　
　

師

　

相
田　

一
人
さ
ん

　

（
相
田
み
つ
を
美
術
館
館
長
）

●
演　
　

題

　
「
い
の
ち
の
バ
ト
ン
」
〜
に
ん
げ
ん
だ

　

も
の　

父
み
つ
を
の
書
に
つ
い
て

●
参
加
方
法

　

当
日
先
着
順
（
定
員
７００
人
）

　

参
加
費
無
料

●
問
合
せ
先

　

三
重
県
桑
名
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　

県
民
防
災
室　

総
務
・
生
活
課

　
　

☎
０
５
９
４
│
２
４
│
３
６
３
３

●
日　
　

時

　

２
月
２０
日（
日
）

　

午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
（
開
場　

午
後
１
時
か
ら
）

●
場　
　

所

　

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

中
ホ
ー
ル

　
（
津
市
一
身
田
上
津
部
田
１
２
３
４
）

●
講　
　

演

　
「
自
宅
で
大
往
生『
え
え
人
生
や
っ
た
』

　

と
言
う
た
め
に
」

　

〜
地
域
で
生
き
、

地
域
で
逝
く
人
々
を

支
え
る
医
療
・
ケ
ア
〜

　
　

中
村　

伸
一
氏

　
　
　

（
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

名
田
庄
診
療
所　

所
長
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
『
わ
が
家
が
一
番
』

　

│
命
を
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
と
さ
な
い
で
│

　
【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
】

　
　

坂
倉　

究
氏

　
　
　

（
坂
倉
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
在
宅

　
　
　
　

診
療
所　

所
長
）

　
　

下
村　

晃
世
氏

　
　
　

（
山
田
赤
十
字
病
院

　
　
　
　

退
院
調
整
看
護
師
長
）

　
　

中
田　

美
奈
子
氏

　
　
　

（
訪
問
看
護
浜
っ
こ
ス
テ
ー
シ
ョ

　
　
　
　

ン　

看
護
管
理
者
）

　
　

鈴
木　

智
佐
子
氏

　
　
　

（
桜
木
記
念
病
院

　
　
　
　

介
護
保
険
関
係
室
長
）

　
【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　
　

福
本　

美
津
子
氏

　
　
　

（
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
も
も

　
　
　
　

代
表
）

●
参  

加  

費　

無
料

●
定　
　

員　

８
０
０
名

☆
主　
　

催

　

・
三
重
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連

　
　

絡
協
議
会

　

・
三
重
県

☆
後　
　

援

　

・
社
団
法
人
三
重
県
看
護
協
会

　

・
社
団
法
人
三
重
県
医
師
会

　

・
社
団
法
人
三
重
県
歯
科
医
師
会

　

・
社
団
法
人
三
重
県
薬
剤
師
会

　

・
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
三
重
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

　

・
三
重
県
理
学
療
法
士
会

　

・
三
重
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　

協
会

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る

教
育
的
な
働
き
か
け
と
し
て
の

清
掃
活
動

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る

教
育
的
な
働
き
か
け
と
し
て
の

清
掃
活
動

人
権
講
演
会 

「
相
田
一
人
さ
ん

講
演
会
」の
お
知
ら
せ

人
権
講
演
会 

「
相
田
一
人
さ
ん

講
演
会
」の
お
知
ら
せ

在
宅
を
支
え
る
た
め
に

手
を
つ
な
ご
う

在
宅
を
支
え
る
た
め
に

手
を
つ
な
ご
う

非
行
少
年

家庭裁判所

教育的な働きかけ

調　査（家庭裁判所調査官）

審　判（裁判官）

再
非
行
の
防
止
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交
通
事
故
に
遭
い
、
自
賠
責
保
険
や
任

意
保
険
の
請
求
で
お
困
り
の
方
に
、
専
門

の
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相  

談  

日

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
正
午　

午
後
１
時
〜
５
時

　

※

来
訪
相
談
を
希
望
の
方
は
、
事
前
に

　
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
弁
護
士
に
よ
る
相
談
日

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

　
（
予
約
制
・
要
面
談
）

●
問
合
せ
先

　

四
日
市
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
９
４
６

　

高
度
な
防
火
管
理
を
必
要
と
す
る
防
火

対
象
物
（
飲
食
店
・
ホ
テ
ル
・
病
院
な
ど

不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
の

う
ち
、
建
物
全
体
の
収
容
人
員
が
３００
人
以

上
）
の
防
火
管
理
者
は
、
５
年
以
内
に
一

回
、
再
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　

２
月
４
日（
金
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

●
対  

象  

者

　

過
去
５
年
以
内
に
講
習
、
再
講
習
を
受

　

講
し
て
い
な
い
防
火
管
理
者

●
講
習
場
所

　

桑
名
市
大
字
江
場
７
番
地

　

桑
名
市
消
防
本
部　

２
階
研
修
室

●
受  

講  

料

　

１
，５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
受
講
手
続

　

消
防
署
、
消
防
分
署
に
て
受
講
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入

　
（
添
付
書
類
：
甲
種
防
火
管
理
講
習
修

　

了
証
の
写
し
）

●
受
付
期
間

　

１
月
６
日（
木
）〜
１
月
２７
日（
木
）

●
募
集
人
員

　

８０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
）

●
問
合
せ
先

　

桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　

三
重
県
で
は
、『
み
え
次
世
代
育
成
応

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
は
じ
め
と
す
る
企

業
や
地
域
の
団
体
な
ど
、
多
様
な
方
々
と

一
緒
に
な
っ
て
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

を
さ
さ
え
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
子
育
て
応
援
！
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス

タ
」
は
、
そ
の
多
様
な
主
体
が
一
堂
に
集

い
、
子
育
て
中
の
方
を
は
じ
め
、
県
民
の

皆
さ
ま
に
広
く
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
を

通
し
て
、
子
育
て
・
次
世
代
育
成
を
支
援

す
る
気
運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
企

業
や
団
体
が
相
互
に
連
携
・
協
働
・
交
流

し
て
、
子
育
て
を
応
援
す
る
地
域
づ
く
り

を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
開

催
す
る
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

﹇
入
場
無
料
﹈

●
主　
　

催　

三
重
県

●
共　
　

催

　

み
え
次
世
代
育
成
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
問
合
せ
先

　

三
重
県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
局
こ
ど
も

　

未
来
室　

次
世
代
育
成
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
２
６
９

　

児
童
・
生
徒
の
様
子
や
、
障
が
い
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日　
　

時

　

１
月
２５
日（
火
）〜
２
月
１０
日（
木
）

　

午
前
１０
時
〜
午
後
９
時

　
〈
休
館　

１
月
２６
日（
水
）〉

●
場　
　

所

　

ラ
ラ
ス
ク
エ
ア
四
日
市
４
階

　

休
憩
ス
ペ
ー
ス

　
（
四
日
市
市
安
島
１
│

３
│

３１
）

　

☎
０
５
９
│
３
５
５
│
６
１
２
１

●
展　
　

示

　

児
童
・
生
徒
に
よ
る
美
術
・
家
庭
・
グ

　

ル
ー
プ
活
動
お
よ
び
作
業
学
習
で
制
作

　

し
た
作
品
等

●
問
合
せ
先

　

三
重
県
立
特
別
支
援
学
校

　

西
日
野
に
じ
学
園

　

☎
０
５
９
│
３
２
２
│
２
５
５
８

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　

平
成
２３
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
教
養
学
部
学
生
及
び
大
学
院
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
学
生
の
種
類

▽
全
科
履
修
生…

大
学
卒
業
を
目
的
に
学

　
　
　
　
　
　
　

ぶ

▽
選
科
履
修
生…

１
年
間
在
学
し
、
興
味

　
　
　
　
　
　
　

の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

▽
科
目
履
修
生…

半
年
間
在
学
し
、
興
味

　
　
　
　
　
　
　

の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

自
動
車
保
険
の
請
求
に

関
す
る
無
料
相
談
所

自
動
車
保
険
の
請
求
に

関
す
る
無
料
相
談
所

甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習

開
催
の
お
知
ら
せ

甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習

開
催
の
お
知
ら
せ

第
５
回 

子
育
て
応
援
！

わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

第
５
回 

子
育
て
応
援
！

わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

第
８
回 

に
し
ひ
の
展
開
催

第
８
回 

に
し
ひ
の
展
開
催

放
送
大
学
学
生
募
集
案
内

放
送
大
学
学
生
募
集
案
内

桑
名
市
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
月
２９
日（
土
）・
３０
日（
日
）

四
日
市
ド
ー
ム
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●
入
学
試
験
・
入
学
資
格

　

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
卒
業
を
目
的
と
す
る
全
科
履
修
生

　

は
１８
歳
以
上
で
、
高
等
学
校
卒
業
、
ま

　

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
。
ほ
か
は
、
１５

　

歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
。

●
学
習
方
法

　

自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

ま
た
は
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
放
送
）
で
放
送

　

授
業
を
視
聴
す
る
か
放
送
大
学
三
重
学

　

習
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

　

タ
ー
内
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
利
用
し
て
学

　

習
し
ま
す
。（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
一

　

部
地
域
で
視
聴
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。）

●
募
集
期
間

　

２
月
２８
日（
月
）ま
で

●
問
合
せ
先

　

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９
│
２
３
３
│
１
１
７
０

　

ＦＡＸ
０
５
９
│
２
３
３
│
１
１
７
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等
学

校
「
４
月
生
普
通
科
」
お
よ
び
専
攻
科
社

会
福
祉
コ
ー
ス
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
専
攻
」
の
生
徒
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

※

案
内
書
の
請
求
は
左
記
ま
で
。
詳
細
に

　

つ
い
て
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

〒
１８６
│

８００１　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

２
│

３６
│

２

　

☎
０
４
２
│
５
７
２
│
３
１
５
１
㈹

　

ＦＡＸ
０
４
２
│
５
７
４
│
１
０
０
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.n-gaku.jp

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

平
成
２３
年
度 

生
徒
募
集
中
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

平
成
２３
年
度 

生
徒
募
集
中
！

名称

概 要

履修年数

募集対象

申込方法

願書受付
期 間

3年（ただし、転編入あり）

2月1日～4月20日（必着）

広域通信・単位制
高等学校　4月生普通科

全国どこからでも入学可能。ＮＨＫのテレビ・
ラジオの放送を利用した特色のある教育課
程で、3年間で高校卒業資格を取得できま
す。登校は月に1～2回。

中学校を卒業した方、または2011年3月に
卒業見込の方。高等学校中退者他。

ご請求により入学案内書と願書をお届け。
出願受付順に書類選考と面接を行います。

6か月～2年

高等学校　専攻科社会福祉コース
コミュニティ・ボランティア専攻

全国どこからでも入学可能。誰もが住みやすい地
域社会をつくるために、多様な生活課題に対して
幅広い知識を持ち、自ら主体的に適切な支援がで
きるコミュニティ・ボランティアの育成をめざします。

2月1日～3月22日（必着）

高等学校卒業以上、または同等かそれ以上の学
力のある方。平成22年度高等学校卒業見込み
の方。ただし、「教養生」は必要ありません。

ご請求により入学案内書と願書をお届け。出願書
類により入学手続きを行います。

お問い合わせは…教育委員会まで（☎68-1617）教育委員会だより
　

１１
月
７
日（
日
）・
１４
日

（
日
）の
両
日
、
菰
野
町
を
会

場
と
し
て
、『
第
６
回
北
勢

地
域
町
民
ス
ポ
ー
ツ
決
勝
大

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
北
勢
地
域
の

５
町
（
東
員
町
・
菰
野
町
・

朝
日
町
・
川
越
町
・
木
曽
岬

町
）
の
体
育
協
会
が
主
催
す

る
も
の
で
、
各
町
の
町
民
大

会
優
勝
チ
ー
ム
の
み
が
参
加

で
き
る
決
勝
大
会
で
す
。

　

今
年
か
ら
、
種
目
が
拡
充

さ
れ
、
新
た
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
部
を
実
施
し
、
木
曽
岬

町
代
表
の
〝
し
ら
さ
ぎ
〞
が

初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
野
球
の
部
に
出
場

し
た
木
曽
岬
町
代
表
の
〝
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
〞
は
予
選
ブ
ロ
ッ
ク

２
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
。

北
勢
地
域
町
民
ス
ポ
ー
ツ
決
勝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

北
勢
地
域
町
民
ス
ポ
ー
ツ
決
勝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

北
勢
地
域
町
民
ス
ポ
ー
ツ
決
勝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！【

野
球
の
部
】

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

木
曽
岬
町
代
表

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

し
ら
さ
ぎ

木
曽
岬
町
代
表
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中部地区空手道選手権大会

教育委員会だより

　11月7日（日）名古屋市志段味スポーツランドに
おいて“全日本空手道連盟剛柔会中部地区空手道
選手権大会”が開催されました。
　当町からは拳悠館（館長：西本悦雄）所属の選手
が各競技に総勢18名参加し、多くの選手が上位
に入賞する結果となりました。
　なお、拳悠館は、毎週木曜日と土曜日の週２回、
中学校体育館で練習しており、興味のある方の見
学は自由となっています。

　11月21日（日）グルービーパーク木曽川を会場に体育協
会主催による“ファミリーグラウンドゴルフ大会”が開催さ
れました。
　大会はジュニアの部、一般の部の2部門で行われ、両部
門合わせて45名の方に参加していただきました。
　子どもから高齢者の方までが気軽に参加できる種目とい
　　　　　　　うこともあり、親子での参加も多く、和気
　　　　　　　あいあいとした雰囲気の中、競技が行われ
　　　　　　　ました。
　　　　　　　　なお、試合結果は次のとおりです。

中部地区空手道選手権大会中部地区空手道選手権大会中部地区空手道選手権大会

形  競  技／優　勝　４名
　　　　　準優勝　１名
　　　　　３　位　２名
　　　　　敢闘賞　２名

組手競技／優　勝　１名
　　　　　準優勝　２名
　　　　　３　位　１名
　　　　　敢闘賞　１名

全日本空手道連盟 剛柔会

が開催されました！

ファミリーグラウンド
ゴルフ大会

ファミリーグラウンド
ゴルフ大会

ファミリーグラウンド
ゴルフ大会

ファミリーグラウンド
ゴルフ大会

第13回

が開催されました！

【結果】

【試合結果（敬称略）】
一般の部
　優　勝：酒井隆行
　準優勝：柴田孝美
　第３位：白木敏夫

ジュニアの部
　優　勝：水谷るい
　準優勝：真鍋翔瑛
　第３位：服部啓吾一般の部 ジュニアの部

町民の方々のパブリックコメントを求めます
　教育委員会では、教育振興基本計画「トマッピー教育プラン」
（中間案）をまとめました。
　このプランについて、広く町民の方々のご意見をいただきた
いと思いますので右記の要領でご意見をお寄せください。
　なお、お寄せいただいたご意見には個別では回答せず、今後
のプラン完成版の作成の際考慮する資料とさせていただきます。
　また、「木曽岬町教育振興基本計画『トマッピー教育プラン』
説明会およびご意見をいただく会」を、2月10日（木）午後7
時より役場2階会議室で開催しますのでご参加ください。（お手
数ですがご参加いただける方は、会場の都合がありますので教
育委員会までご一報いただければ幸いです。　☎68－1617）

●意見募集の期間
　1月11日㈫～2月10日㈭
●意見募集の方法
　①木曽岬町教育委員会ホームページにプランを掲載しますの
　　でご覧いただき、トップページの「お問い合わせはこちら
　　をクリック！」からご意見をお書きいただき、記名の上送
　　信してください。
　②福祉・教育センター教育委員会前・幼稚園・保育園・小学
　　校・中学校・町体育館・北部公民館にプランを各1部ずつ
　　置きますので、ご覧いただき、備え付け用紙にご意見をご
　　記入いただき意見箱にお入れください。
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教育委員会だより

　11月28日（日）、長島中学校体育館を会場に“平成
22年度桑名ふれあい運動会”が開催されました。
　この大会は旧桑名郡の各体育協会で構成する桑名
ふれあい実行委員会が主催するもので、今年の運動
会には桑名郡市に在住・在勤の方、101名の参加が
あり、大玉運びリレーなどの8種目を行いました。
　参加者は在住市町に関係なく、“赤”“青”“黄”チー
ムに分かれ、運動会を通じて地域間交流を図るとと
もに、小学生からお年寄りまで参加できることから
世代間の交流も図ることができた大会となりまし
た。

　11月28日（日）・12月5日（日）の2日間、九華公
園球場および深谷球場（ともに桑名市内）を会場に
“平成22年度町長杯軟式野球大会”が開催されま
した。
　今大会は木曽川堤防工事の影響で町内のグラ
ンドが使用できない為、桑名市内の球場を利用
し、6チームの参加のもと開催され、各試合とも

手に汗握る熱戦が繰り広げられました。
　決勝は、前回大会と同じカードとなる「親高校」vs
「RABBITS」の野球連盟加盟チーム同士の対戦とな
り、好投・好守を見せた「RABBITS」が優勝の栄冠に
輝き連覇を達成しました。
　なお、野球連盟の詳しい活動内容は

　でご覧いただけます。

町長杯軟式野球大会町長杯軟式野球大会町長杯軟式野球大会町長杯軟式野球大会
結果報告

平成22年度

運動会を通
じて

　　　地域
間交流！運動会を通
じて

　　　地域
間交流！運動会を通
じて

　　　地域
間交流！運動会を通
じて

　　　地域
間交流！

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

バ
ッ
カ
ス

デ
イ
ト
ナ

デ
イ
ト
ナ親

高
校

Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

マ
ヨ
ネ
ー
ズ

平成22年度町長杯軟式野球大会

3位決定戦
3 9

5 46 5

【優勝：RABBITS
】

0 73 4

3 0

優勝：RABBITS 準優勝：親高校
第３位：デイトナ

https://groups.google.com
　　　　　　　/group/k-league
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「
な
ら
な
し
」
は
「
奈
良
梨
」
つ
ま
り
、

奈
良
の
都
の
梨
の
こ
と
。
巻
末
の
解
説

に
は
「
こ
の
昔
話
を
つ
く
り
出
し
た
北

国
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
は
る
か
に
遠

い
憧
れ
の
都
の
名
を
持
つ
梨
は
病
気
さ

え
な
お
し
て
く
れ
る
貴
重
な
梨
に
思
え

た
の
で
し
ょ
う
」
と
あ
り
、
病
気
の
母

親
の
た
め
に
「
な
ら
な
し
」
を
と
り
に

行
こ
う
と
す
る
孝
行
息
子
の
冒
険
を
描

い
た
民
話
を
も
と
に
し
た
お
話
で
す
。

　

先
月
紹
介
し
た
伊
藤
賀
奈
子
さ
ん
も

『
へ
っ
こ
き
よ
め
ど
ん
』
と
い
う
民
話

を
お
す
す
め
絵
本
と
し
て
選
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
親
孝
行
者
の
話
・
悪
い
こ
と

　

先
月
号
に
続
き
、
司
書
に
よ
る
お

す
す
め
の
絵
本
の
紹
介
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
絵
本
を
選
ん
で
い

た
だ
い
た
伊
藤
香
織
さ
ん
に
は
、
小

中
学
校
の
ほ
か
北
部
公
民
館
に
も
司

書
と
し
て
お
世
話
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

を
し
た
ら
必
ず
報
い
が
あ
る
と
い
う

話
・
正
直
者
が
報
わ
れ
る
話
な
ど
、
昔

話
は
現
代
人
が
忘
れ
が
ち
な
大
切
な
こ

と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

他
に
有
名
な
民
話
で
は
、『
か
さ
じ

ぞ
う
』『
だ
い
く
と
お
に
ろ
く
』
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

グ
チ
ャ
グ
チ
ャ　

グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ　

デ
コ
ボ
コ
の
ぎ
ょ
う
ざ
。
い
っ
し
ょ
に

作
っ
た
友
だ
ち
は
、「
こ
ん
な
ん
ぎ
ょ

う
ざ
と
ち
ゃ
う
」「
ま
ず
そ
う
」「
き
も

ち
わ
る
う
」「
へ
ん
な
の
」「
ぼ
く　

も

う
か
え
る
」
と
言
い
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

子
ど
も
が
何
か
に
挑
戦
す
る
と
き
、

大
抵
の
場
合
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

当
然
う
ま
く
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ

ん
。
帰
っ
て
き
た
お
母
さ
ん
と
お
父
さ

ん
は
こ
う
言
い
ま
す
。

「
ま
あ　

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
ぎ
ょ
う

　

ざ　

お
か
あ
さ
ん
た
べ
た
い
な
あ
」

「
へ
ん
な
か
た
ち
や
け
ど　

う
ま
そ
う
。

　

お
と
う
さ
ん
も
た
べ
た
い
な
あ
」

　

み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
、

最
後
は
ち
ゃ
ん
と
後
片
付
け
ま
で
協
力

し
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
子
ど
も
は
成
長

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　

迫
力
い
っ
ぱ
い
の
絵
も
魅
力
の
一
冊

で
す
。

「
あ
さ　

め
が
さ
め
る
と
、
き
い
ろ
く

　

ん
が　

い
ま
せ
ん
。

　

『
ど
こ
へ　

い
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ

　
　

う…

』　

　

く
れ
よ
ん
た
ち
は　

と
て
も　

し
ん

　

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。」

（
本
書
冒
頭
よ
り
）

　

そ
の
後
つ
ぎ
つ
ぎ
に
仲
間
の
く
れ
よ

ん
た
ち
が
姿
を
消
し
て
い
き
ま
す
。
も

し
か
し
て
お
ば
け
の
し
わ
ざ…

？
？
？

で
も
お
ば
け
の
正
体
は
実
は…

。

　

タ
イ
ト
ル
や
物
語
の
前
半
か
ら
は
想

像
し
に
く
い
で
す
が
、
ラ
ス
ト
は
感
動

の
お
話
で
す
。

　
〝
く
ろ
く
ん
〞
は
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、

他
に
『
く
れ
よ
ん
の
く
ろ
く
ん
』『
く

ろ
く
ん
と
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち
』
が
刊

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
３
冊
の
絵
本
は
、
北

部
公
民
館
図
書
室
に
あ
り
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
、
北
部
公
民
館
（
☎
６
７

│
２
２
７
６
）
ま
た
は
教
育
委
員
会

（
☎
６
８
│
１
６
１
７
）
ま
で
。

司
書
に
聞
く 　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
後
編
〜

シ
リ
ー
ズ峠　

兵
太
・
文　

井
上
洋
介
・
絵
：
佼
成
出
版
社

お
す
す
め
絵
本

伊
藤
香
織
さ
ん
セ
レ
ク
ト

お
す
す
め
の
絵
本

お
す
す
め
の
絵
本

お
す
す
め
の
絵
本

お
す
す
め
の
絵
本

『
な
ら
な
し
と
り
』

き
む
ら
よ
し
お
・
作
：
福
音
館
書
店

『
ぎ
ょ
う
ざ
つ
く
っ
た
の
』

な
か
や　

み
わ
・
作
／
絵
：
童
心
社

『
く
ろ
く
ん
と

　
　
　

な
ぞ
の
お
ば
け
』

平成22年11月30日（火）午後7時30分から、役場2階協議会室にて標記の会が開催されました。

　今回の準備委員会は、各ワーキンググループ（プログラム・マネージメント）からそれぞれの進捗状況の説明を中心に
進められました。2月の設立に向けて、追加プログラムの詳細や実際に運営していくにあたっての料金設計など、具体的な
内容が協議されました。
　また、クラブの“顔”ともいえる「ロゴマーク」についてそれぞれ委員の皆さんからアイデアが示されました。次回の委員
会でロゴマークが決定されます。

第21回きそさきＡＺクラブ設立準備委員会開催第21回きそさきＡＺクラブ設立準備委員会開催
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教育委員会だより

◆平成22年度 スポーツ少年団新体力テスト測定データ ※　　　＝全国平均よりも低い区分を表す　※全国平均値は平成20年度データを採用

　

１１
月
２３
日（
祝
）に
町
体
育
館
お
よ
び

小
学
校
校
庭
を
会
場
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
主
催
の
体
力
テ
ス
ト
が
実
施
さ

れ
、
総
勢
７７
名
の
団
員
が
５０
ｍ
走
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
・
反
復
横
と
び
・
握

力
・
２０
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
長
座
体
前

屈
・
上
体
起
こ
し
・
立
ち
幅
と
び
の
８

つ
の
種
目
を
測
定
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員

と
あ
っ
て
、
普
段
か
ら
体
を
動
か
し
て

い
る
た
め
、
運
動
神
経
が
良
く
、
友
達

と
記
録
を
見
比
べ
な
が
ら
一
喜
一
憂
し

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

※
測
定
結
果
は
下
表
参
照

スポーツ少年団
新体力テスト開催される

木曽岬町

11.25

9. 92

13. 00

13. 00

15. 06

15. 50

16. 41

15. 71

18. 81

19. 00

22. 46

23. 93

全国平均

9.56

8. 85

11. 28

10. 31

13. 06

12. 02

14. 99

13. 96

17. 15

16. 81

20. 13

19. 97

木曽岬町

21.67

19. 00

23. 00

22. 50

22. 38

23. 00

22. 45

28. 00

25. 88

24. 40

25. 17

25. 43

全国平均

11.23

10. 43

13. 78

12. 73

15. 64

14. 60

17. 64

16. 43

19. 37

18. 42

21. 60

19. 22

木曽岬町

27.50

30. 17

33. 67

35. 50

30. 88

42. 00

35. 09

34. 43

34. 38

38. 40

36. 67

39. 71

全国平均

26.38

28. 51

27. 45

29. 96

29. 06

31. 66

30. 28

33. 90

32. 47

36. 26

34. 49

39. 11

木曽岬町

30.67

27. 83

35. 00

36. 00

39. 88

48. 00

39. 91

39. 00

46. 13

46. 00

46. 00

44. 71

全国平均

26.98

26. 49

31. 26

29. 83

34. 59

32. 80

38. 78

37. 06

42. 43

40. 17

45. 43

42. 40

木曽岬町

36.33

26. 33

60. 33

41. 00

48. 88

32. 00

64. 82

55. 00

68. 38

67. 00

65. 25

53. 00

全国平均

16.28

14. 50

26. 29

20. 01

34. 10

26. 68

44. 07

33. 26

51. 83

41. 57

61. 96

47. 66

木曽岬町

10.76

11. 02

10. 01

10. 24

9. 68

9. 54

9. 31

9. 41

9. 04

8. 89

9. 15

9. 48

全国平均

11.57

11. 89

10. 65

11. 08

10. 19

10. 38

9. 65

9. 93

9. 35

9. 54

8. 88

9. 23

木曽岬町

132.33

116. 67

149. 00

126. 50

140. 38

161. 00

160. 05

151. 29

163. 13

164. 80

176. 75

171. 29

全国平均

115.56

106. 56

127. 67

118. 16

137. 44

129. 13

147. 12

138. 73

154. 54

147. 61

166. 79

155. 15

木曽岬町

13.50

8. 17

20. 00

11. 00

17. 57

12. 00

24. 91

16. 57

23. 43

18. 00

27. 75

18. 86

全国平均

9.30

5. 91

13. 25

7. 73

17. 66

10. 22

22. 33

12. 50

26. 20

15. 24

30. 37

17. 87

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

１　年

２　年

３　年

４　年

５　年

６　年

握 力（㎏）
学　年 性　別

上 体 起 こし（回） 長 座 体 前 屈（㎝） 反 復 横 とび（回） シャトルラン（回） 5 0 ｍ 走（秒） 立 ち 幅 と び（㎝） ソフトボール投げ（ｍ）

サークル活動をされている皆さまへサークル活動をされている皆さまへ

　教育委員会では、毎年3月に町民の皆さまの生涯学習
の一助として、公民館講座やサークル団体を紹介するパ
ンフレット「生涯学習のすすめ」を発行しております。
平成23年度版についても発行を予定しておりますが、
このパンフレットに掲載を希望するサークル団体におか
れましては、1月28日（金）までに任意の書式に100～

150字程度に紹介コメントをまとめていただき、教育
委員会まで提出していただきますようお願いします。た
だし、下記のようなサークル団体は掲載できませんので、
予めご了承ください。
　また、記事と一緒に活動写真も掲載できますので、原
稿とあわせて提出してください。

●政治的、宗教的な内容のサークル
●営利を目的としたサークル
●その他、教育委員会において掲載することが適当でないと思われるサークル

※本年度公民館使用団体として登録されている団体には、代表者の方に別途案内文書を送付します。
※紙面の都合上、全文または写真を掲載できない場合もあります。
※提出していただいた写真は、発刊後に返却します。

掲載できない
サークル団体
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国民年金についてのお問い合わせは、
いつでも役場住民課年金係までお気軽にご相談
ください。

20歳がスタート！『国民年金』
　日本に住む20歳から60歳未満のすべての人
は国民年金に加入し、保険料を納めることにな
っています。
　皆さんは、国民年金について考えたことがあ
りますか？「年金なんてまだ関係ない」と思っ
ていませんか？
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万
が一、病気やケガで障害が残ったときや、一家
の働き手が亡くなったときなど、あなたやあな
たの家族を守ってくれます。

　ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがあ
ると年金が受けられないこともあります。「あ
の時に・・・」と後悔する前に、国民年金に加
入しましょう！

　加入の手続きは、役場の国民年金担当係へお
尋ねください。（20歳前に就職して厚生年金等
に加入している方は、第2号被保険者となって
いますので、加入手続きは不要です。）

生涯の年金額は保険料の1.7倍以上
国民年金の老齢基礎年金は、2分の1（平成21年3月分までは3分の1）が国庫負担（税金）
で賄われているため、支払った保険料を上回る給付を受けることができる計算となって
います。厚生労働省の試算では、1985年生まれ（2005年に20歳）の方でも納めた保
険料の1.7倍以上となります。

メリット

1

ケガや病気、万が一のときにもサポートします
国民年金は老後の保障だけでなく、加入者がケガや病気により障害が残ったときは「障
害基礎年金」、亡くなられたときにはその遺族に「遺族基礎年金」が支給されるなどあ
なたの生活をサポートします。

メリット

3

国民年金は経済の変動にも負けません
賃金や物価の変動にあわせて、年金を支える力と給付のバランスをとる仕組みにより年
金額が改定されるため、年金に加入（20歳）してから年金を受給（65歳）するまでの間、
社会経済が大きく変動したとしても、年金の価値が保障されます。

メリット

5

老後を支える終身保障
国民年金は、生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障であり、老後の生活をサポ
ートします。

メリット

2

納めた保険料は社会保険料控除の対象
納めた保険料は、確定申告の際に全額が「社会保険料控除」として認められています。

メリット

4

【国民年金のメリット】
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税 インフォメーションインフォメーションインフォメーション

償却資産をお持ちの方は申告が必要です。

●構築物（煙突、鉄塔、広告塔、路面舗装、
　外構工事など）
●機械及び装置（旋盤、ポンプなど）
●船舶
●航空機
●車両および運搬具（貨車、大型特殊自動
　車など）
●工具、器具、備品（パソコン、測量工具、机・
　イス、ロッカーなど）
（例） 小売店（陳列ケース、冷蔵庫、冷凍ストッカー、
 　　　　など）
 飲食店（厨房設備、レジスター、冷蔵庫、カラ
 　　　　オケセットなど）
 医　院（ベッド、手術台、Ｘ線装置、調剤機器
 　　　　など）

申告は1月31日まで
　会社や個人で工場や商店などを経営しておられる方が、土地や家屋以外で
その事業のために用いる機械、器具、備品などを償却資産といいます。
　償却資産は、地方税法第383条の規定により、毎年1月1日現在の資産の
状況を資産が所在する市町村長に申告しなければならず、固定資産税の課税
対象となります。

【申告期限】
1月31日（月）
（注）　事業は行っているが申告する資産が全く無い場合は、申告書の備考欄に「該当資産なし」と書
　　いて提出してください。
【申告にあたっての注意点】
○申告者の利便性の向上を図るため、平成22年より地方税ポータルシステム（eLTAX：エルタックス）
　を利用した受付を開始しています。これにより申告手続きが郵送や窓口に出向くことなく、自宅や
　オフィス、税理士事務所等のパソコンからインターネットを利用して行うことができます。
　詳しくは下記エルタックスホームページにてご確認ください。
　アドレス　http://www.eltax.jp/
○償却資産の申告書については、毎年12月中～下旬頃に発送しておりますが、お手元に届かなかった
　方や、新しく事業を始められた方はお知らせください。
【問合せ先】税務課　償却資産係　☎68－6102

課税の対象となるもの
●耐用年数1年未満の資産
◎取得価格が10万円未満の資産で法人税
　法等の規定により一時に損金算入された
　もの（いわゆる少額償却資産）
◎取得価格が20万円未満の資産で法人税
　法等の規定により3年以内に一括して均
　等償却するもの（いわゆる一括償却資産）
●自動車税及び軽自動車税の対象となるも
　の
（◎の場合であっても、個別の資産ごとの耐用年数によ
り通常の減価償却を行っているものは課税の対象となり
ます。）

課税の対象とならないもの
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交通死亡事故が多発しています！交通死亡事故が多発しています！

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

ミーポ君

1月10日は「110番の日」1月10日は「110番の日」

件　　数
死 者 数
負傷者数

34件（168件）

  5人（39人）
  0人（0人）

11月の交通事故

（　　）…平成22年累計

町内

～事件事故　緊急通報　110番～

～ご存じですか？　警察相談　＃9110～

●110番通報するときは落ち着いて、次のポイントを要領よく通報してください。

●聴覚や言語に障がいのある方は、

●携帯電話からの110番は、次のことに注意してください。
自動車を運転中、携帯電話を手にしての使用は禁止されています。
また、県境付近で携帯電話から『110番』をかけられた場合、隣の県の警察につながることがありますが、
今いる場所と内容を告げれば三重県警察に転送されますのでご安心ください。

●「110番」は、警察への緊急通報手段です。
事件や事故など緊急の対応を必要とする場合に利用してください。
皆さんの早い通報が事件の早期解決につながります。

緊急でない場合は、
★警察総合相談電話「#9110」（携帯電話・PHSからも利用可、一部のIP電話は利用不可）」
　または、☎059－224－9110
をご利用ください。

★いつ　★どこで　★何があったか　★犯人の特徴　★あなたの住所、氏名

★携帯メール110番　携帯電話のみ（アドレス　http://mie110.jp）
★ファックス110番　　　　　　　（FAX 059－229－0110）
をご利用ください。

※お問い合わせは、桑名警察署（☎0594-24-0110）または木曽岬駐在所（☎65-3635）まで

三重県内において、交通死亡事故が多発しております。
死亡事故の特徴としては、

となっています。

①高齢者の死者が非常に多い。
　（全体の半数以上を占めている）
②シートベルトの非着用死者が多い。
③飲酒運転による死亡事故が後を絶たない。

※高齢運転者は、身体機能の衰えを自覚し、ゆとりをも
　って安全運転に努めましょう。また、一般運転者・そ
　の他交通参加者は、高齢者を見かけたら速度を控え、
　思いやりのある運転を心がけましょう。
※車両に乗る全ての人は、シートベルトを正しく着用し、
　事故の衝撃や車外放出から自分の命を守りましょう。
※飲酒運転は重大な犯罪であり、飲酒運転の危険性や責
　任の重大さなどを自覚しましょう。また、飲酒してし
　まった場合には、タクシーやバス・電車等の公共交通
　機関や代行運転を利用しましょう。

　上記の事を町民一人一人が自覚し、また、家庭や職場等でも交通ルールの徹底を図り、

「自分さえよければ・・・」の考えを捨て、安全・安心で住みよい町にしましょう。
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保健師保健師です
◆保健師／☎68-6104

　全国や三重県での児童相談所に寄せられる児童虐待相談件
数は、毎年伸び続け、さらに重篤な事件も全国各地で発生し
ているため、11月は虐待防止月間とし、全国でも色々な活動
が実施されています。三重県でも11月は「こども虐待防止啓
発月間」と定め、今年度はより多くの皆さまに虐待防止のた
めの理解と協力をお願いするため、11月1日～ 11日の期間
で、子ども虐待防止キャラバン隊による県内各市町の巡回
「虐待防止キャンペーン」が実施されました。
　木曽岬町は11月11日（木）に虐待防止キャラクターのみっ
ぷるちゃんとキャラバン隊の皆さんを迎え、役場庁舎前にて
「緊急アピール伝達式」を行いました。
　木曽岬町からは、木曽岬町こども虐待および配偶者の暴力
防止ネットワーク（CAPきそさき）のメンバーである、民生委
員・主任児童委員の方々や木曽岬駐在所、保育士、保健師、教
育委員会、北勢児童相談所など各関係機関の方々や役場職員
など多数ご参加いただきました。ありがとうございます。

　伝達式では、三重県こども局太田局長からのあいさつの
後、加藤町長から町民、県民の皆さんに向けたメッセージの
ボードを佐藤副町長（代理）より太田局長へ進呈しました。さ
らに、みっぷるから参加者に虐待防止グッズやステッカーな
どの配布があり、最後はCAPきそさき会長で主任児童員の
木村氏ら3人の方のこども虐待防止の取り組みへの決意表明
を行い終了となりました。

　こどもの虐待防止は、地域全体で取り組んでいく必要があ
ります。今後も木曽岬町では継続して子どもを守る取り組み
を行っていきます。

今月は「虐待防止キャンペーン」の一環で、11月11日に
木曽岬町で実施された「緊急アピール伝達式」の様子と、
県や木曽岬町が実施しているこども虐待防止についての
取り組みを紹介します。

●11月11日に木曽岬町で実施された「緊急アピール伝達式」！

　木曽岬町では、平成16年度に保健・福祉・教育・医療・警
察関係者や民生委員・児童委員や町民育成会議等子どもに関
わる関係機関で「木曽岬町こども虐待防止ネットワーク」を立
ち上げ、さらに17年度からは「木曽岬町こども虐待および配
偶者の暴力防止ネットワーク（CAPきそさき）」と名称や活動
も新たにし、こども虐待防止や配偶者の暴力（DV）防止活動
に取り組んでいます。
　木曽岬町ではこども相談センターを窓口とし、こども虐待
防止やDV防止の啓発や専門家によるカウンセリングなど相
談事業を実施するほか、関係者を対象とした研修会を実施
し、子どもに関わるスタッフの資質向上に努め、関係者が連
携しながら予防活動や保護者支援などを行っています。 　通告された方が特定されないよう秘密は守られますので、

あなたのまわりに「気になる親子」がいたら「もしも違ってい
たら…」と思わずに、必ずご連絡ください。「あなた」の実行が
子どもを守ります。地域みんなで木曽岬町の子どもたちを守
りましょう！

※虐待が疑われたり、虐待に気づいたら、下記へご連絡ください。また、こども相談センターでは、
　心理士によるカウンセリングも行っていますので、育児の不安やストレスを感じた方はまずは
　お電話を・・・

木曽岬町こども相談センター（☎68-6119）
または　

北勢児童相談所（☎059-347-2030）　夜間・緊急（☎059-347-2052）

●木曽岬町での
　子ども虐待防止の取り組み！

１．「おかしい」と感じたら迷わず連絡
（通告は義務です）

２．「しつけのつもり・・・」は言い訳
（子どもの立場で判断）

３．ひとりで抱え込まない
（あなたにできることから実行）

４．親の立場より子どもの立場
（子どもの命が最優先）

５．虐待はあなたの周りでも起こりうる
（特別なことではない）

●〈子どもを虐待から守るための5ヶ条〉
　ストップ、こども虐待！

シンボルマークの
オレンジリボン
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今 月 の お 知 ら せ 等

地上アナログテレビ放送終了のお知らせ 中部国際空港よりお知らせ

●受信相談／総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
　☎0570－07－0101（IP電話等、ナビダイヤルが繋がらない方は☎03－4334－1111）
●視聴エリア／㈳デジタル放送推進協会　ホームページ http://www.dpa.or.jp/

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

現行の地上アナログテレビ放送は、地上デジタルテレビ放送への移行に伴い、
2011年7月24日までに終了いたします。
地上デジタルテレビ放送の視聴方法など受信に関する相談、お問い合わせは、下記へ
お願いします。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用く
ださい。

※

収
集
日
程
に
つ
い
て
は
行
事
・
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

家
庭
ご
み
、
資
源
ご
み
収
集
日
程

家
庭
ご
み
、
資
源
ご
み
収
集
日
程

家
庭
ご
み
、
資
源
ご
み
収
集
日
程

の1月

主な図書主な児童図書
あったか料理とニットの本雪が主役の冬のえほん

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

このたび、北部公民館では、季節のミニコーナーを設置しました。

今月のコーナーは下記のとおりです。皆さまどうぞご利用ください。

図書室だより図書室だより北部公民館

＊
飛
田　

和
緒 

「
飛
田
和
緒
の
な
べ
」

＊
植
松　

良
枝 

「
温
か
い
野
菜
料
理
」

＊
嶋
田　

俊
之 

「
手
編
み
の
ソ
ッ
ク
ス
」

＊
広
瀬　

光
治 

「
広
瀬
光
治
の
は
じ
め
て
の
ニ
ッ
ト
」

＊
金
森　

美
也
子 

「
り
す
が
作
る
、手
袋
で
ぬ
い
ぐ
る
み
」

＊
せ
な　

け
い
こ 

「
ふ
ゆ
の
お
ば
け
」

＊
う
ち
だ　

り
さ
こ 

「
て
ぶ
く
ろ
」

＊
ど
い　

か
や 

「
チ
リ
と
チ
リ
リ

　

ゆ
き
の
ひ
の
お
は
な
し
」

＊
ゲ
ル
ダ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー 

「
み
え
な
い
さ
ん
ぽ

こ
の
あ
し
あ
と
だ
れ
の
？
」

＊
酒
井　

駒
子 

「
ゆ
き
が
や
ん
だ
ら
」

＊
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ダ
ン
レ
イ

 

「
ゆ
き
！
ゆ
き
！
ゆ
き
！
」

新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・西対
海地・田代・脇付・雁ヶ地・福崎・
上見入・東見入・下見入・辰高・
上和泉・下和泉・中和泉・小和泉・
小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
6日、10日、13日、17日、20日

24日、27日、31日

毎週火・金曜日
4日、7日、11日、14日、18日

21日、25日、28日
毎月第１・第３水曜日

5日、19日

毎月第２水曜日
12日

毎月第４水曜日
26日

毎週水曜日
5日、12日、19日、26日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 23日

毎月第２・４日曜日開設

【住　民　課】…………収納・証明業務
【税　務　課】…………収納・証明業務

窓口事務内容

9日
（第2日曜日）

23日
（第4日曜日）

日曜役場開設日日曜役場開設日11月

午前8時30分~午後5時時　間

口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

■町県民税……………………………………… 第４期分
■国民健康保険料……………………………… 第５期分
■後期高齢者医療保険料……………………… 第７期分
■介護保険料…………………………………… 第５期分
■水道料金・下水道使用料 ……………………… Ｂ地区
■幼稚園授業料（1/17納期限） …………………… １月分
■保育園保育料（1/27納期限） …………………… １月分

1月の納付 納付をお忘れなく！

月1 教育関連施設開館日のおしらせ
町体育館
◎一般開放日
　卓球、バドミントンなど、
　道具の貸し出しを行ってい
　ます。
　自由に使用できます。

　

　23日㈰午前9時～正午

文化資料館
◎開館日
・毎週日曜日
　午前9時～午後4時

北部公民館
◎開館日
・火～金（祝日を除く）
・土・日曜日
　午前8時30分～午後5時

◎軽スポーツ教室
　体育指導委員による軽スポ
　ーツ教室を行います。イン
　ディアカやドッジボール、
　卓球などを実施しておりま
　すのでぜひ体育館へお越し
　ください。

　23日㈰午後1時～4時

体育館シューズを持参の上、お越しください。
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教　

室　
・　

相　

談

■
日　
　

時
／
２
月
４
日
㈮

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
Ｈ
22
年
10
・
11
月
生
の
乳
児

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
、

　
　
　
　
　
　

予
防
接
種
予
診
票
（
３
ヶ
月

　
　
　
　
　
　

児
以
上
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
未
接
種
児
）

の
び
の
び
指
導
室

の
び
の
び
指
導
室

■
日　
　

時
／
①
１
月
27
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
　
　
　
　
　

②
２
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
対　
　

象
／

　
　

①
パ
ン
ダ
グ
ル
ー
プ

　
　

（
Ｈ
20
年
９
・
12
月

　
　
　

Ｈ
21
年
１
・
５
・
９
月
生
の
幼
児
）

　
　

②
ウ
サ
ギ
グ
ル
ー
プ

　
　

（
Ｈ
20
年
10
月

　
　
　

Ｈ
21
年
２
・
６
・
７
・
10
月
生
の
幼
児
）

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
、

　
　
　
　
　
　

自
己
負
担
金
５
０
０
円

集
団
フ
ッ
素
塗
布

集
団
フ
ッ
素
塗
布

健　
　
　
　
　

診

１
歳
半
・３
歳
児
健
診

１
歳
半
・３
歳
児
健
診

■
日　
　

時
／
２
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／

　

１
歳
半
健
診
…
Ｈ
21
年
７
・
８
月
生
の
幼
児

　

３
歳
児
健
診
…
Ｈ
19
年
７
・
８
月
生
の
幼
児

■
持  

ち  
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

　

※
３
歳
児
は
尿
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

子育てに関する相談は

子育て相談専用電話子育て相談専用電話
（土・日・祝日を除くAM8:30～PM5:00）

☎68-6119へ（6のハロー119番）

■
日　
　

時
／
１
月
14
日
㈮
、
２
月
４
日
㈮

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
乳
幼
児
、
保
護
者

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳

■
内　
　

容
／
身
体
計
測
、
育
児
・
栄
養
な

　
　
　
　
　
　

ど
の
個
別
相
談

※

希
望
者
は
、
保
健
師
ま
で

育 

児 

相 

談

育 

児 

相 

談

予 

約 

制

■
日　
　

時
／
１
月
27
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

■
場　
　

所
／
集
会
室

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー
）

■
対　
　

象
／
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■
持  
ち  

物
／
鈴
、
な
わ
と
び
、
ボ
ー
ル

育 

児 

教 

室

育 

児 

教 

室

■
日　
　

時
／
１
月
20
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
Ｈ
22
年
６
・
７
月
生
の
乳
児

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

す
こ
や
か
指
導
室

す
こ
や
か
指
導
室

■
日　
　

時
／
１
月
20
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
Ｈ
22
年
３
・
４
月
生
の
乳
児

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

歯
っ
ぴ
い
指
導
室

歯
っ
ぴ
い
指
導
室

■
日　
　

程
／
１
月
13
日
㈭
、
１
月
20
日
㈭

　
　
　
　
　
　

１
月
27
日
㈭
、
２
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
　

２
月
10
日
㈭

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内　
　

容
／
こ
と
ば
や
発
達
の
支
援
、
カ

　
　
　
　
　
　

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

※

希
望
者
は
、
保
健
師
ま
で

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
予 

約 

制

■
日　
　

時
／
１
月
13
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
集
合
時
間
／
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
１
歳
６
ヶ
月
か
ら（
全
６
回
）

■
持  

ち  
物
／
お
子
さ
ん
用
コ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

出
席
カ
ー
ド（
２
回
目
か
ら
）

す
く
す
く
ひ
ろ
ば

す
く
す
く
ひ
ろ
ば

救急医療情報救急医療情報 子育てサロン子育てサロン

女性の悩み相談女性の悩み相談

地域救急医療情報センター
☎0594-23-1199

☎059-352-0557

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

北勢福祉事務所の女性相談員による電話
相談・面接相談（無料）です。

桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）
☎0594-21-9916

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／日曜・祝日
●診療時間／午前９：３０～１２：００
　　　　　　午後１：００～４：００
●平日・土曜の夜間
　　　　　／午後８：００～１０：００

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

日
本
脳
炎

日
本
脳
炎

■
対　

象
／
３
歳
〜

※

体
調
の
よ
い
と
き
に
早
め
に
計
画
し
、
受

　

け
ま
し
ょ
う
。

※

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
内
こ
ど

　

も
相
談
セ
ン
タ
ー（
６
８
│
６
１
１
９
）へ

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・風
し
ん
）

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・風
し
ん
）

■
対　

象
／

　

１
期　

12
〜
24
ヶ
月
ま
で
に

　

２
期　

５
歳
〜
７
歳
未
満
で
就
学
前
の
１

　
　
　
　

年
間
に

　

３
期　

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
者

　

４
期　

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
者

三
種
混
合

三
種
混
合

■
対　

象
／
生
後
３
ヶ
月
〜

Ｂ 

Ｃ 

Ｇ

Ｂ 

Ｃ 

Ｇ

■
対　

象
／
生
後
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
ま
で
に

１
月
個
別
予
防
接
種

◆月曜日の午前・午後
◆火曜日～金曜日の午前

◆月曜日～金曜日（午前9時～午後3時45分）
※年末年始および祝日はお休み

利 用
できる日

1日1日㈯～3日㈪、14日㈮
2日7日㈪、土・日曜日及び祝日

1月の子育てサロンのお休み

がん検診を受けられた方へ
　今回の検診結果に、「要精検」の文字が
あった方は、医療機関で必ず、早めに精密
検査を受けてください。

■
日　
　

時
／
１
月
26
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

■
場　
　

所
／
集
会
室

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー
）

■
対　
　

象
／
妊
娠
16
週
以
上
の
妊
婦
、

　
　
　
　
　
　

２
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
の
母
親

　
　
　
　
　
　
（
託
児
あ
り
）

■
定　
　

員
／
20
名
（
先
着
順
）

※

希
望
者
は
、
保
健
師
ま
で

妊
婦
さ
ん
＆
産
婦
さ
ん
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

妊
婦
さ
ん
＆
産
婦
さ
ん
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

予 

約 

制

住 民 課 68-6103

総務企画課 68-6100
68-6101

産業建設課 68-6105
68-6106

税 務 課 68-6102

福祉健康課 68-6104
議会事務局 68-6108
出 納 室 68-6107

教育委員会 68-1617

平日夜間17：15～翌日8：30／土・日・祝日・年末年始
夜間・休日電話 68-8111

■発行／木曽岬町役場　〒498-8503三重県桑名郡木曽岬町大字西対海地251番地
■編集／議会事務局　　☎（0567）68-6108  FAX（0567）66-3111

環境保全のため、再生紙を使用しています。　木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。

お問い合わせ先

福祉健康課・保健センター
☎68-6104へコーナー保健衛生保健衛生の

お忘れのないように

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.mie.jp/

■
日　
　

時
／
１
月
25
日
㈫

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
１
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
妊
婦
お
よ
び
家
族

■
定　
　

員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
持  

ち  

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
　
　

布
巾
１
枚
、
筆
記
用
具
、

　
　
　
　
　
　

母
子
健
康
手
帳

※
希
望
者
は
、
保
健
師
ま
で

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
予
約
制

■
日　
　

時
／
１
月
28
日
㈮

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
２
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内　
　

容
／
発
達
検
査
等

※

希
望
者
は
、
保
健
師
ま
で

発 

達 

相 

談

発 

達 

相 

談

予 

約 

制

■
日　
　

時
／
１
月
27
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
受
付
時
間
／
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
Ｈ
20
年
６
月

　
　
　
　
　
　
　

〜
Ｈ
20
年
９
月
生
の
幼
児

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
、

　
　
　
　
　
　

お
子
さ
ん
用
コ
ッ
プ
、タ
オ
ル

※

お
子
さ
ん
、
保
護
者
と
も
に
汚
れ
て
も
よ

　

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

２
歳
児
は
み
が
き
教
室

２
歳
児
は
み
が
き
教
室



（※写真は伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2010より）

23年平成

3 21月 日祝

開催予定

第25回産業文化祭・第20回福祉健康フェスタ

20112011

伸びゆく木曽岬町の伸びゆく木曽岬町の

皆さん
ぜひ

お越し
くださ

い！


